	会　議　等　結　果　報　告　書

	会議区分
	会　議　・　打合せ　・協　議
	文書番号
	安総務第5033号

	
	
	決裁期日
	令和５年12月25日

	名　　称
	令和５年度第２回安平町行政改革推進委員会

	日　　時
	令和５年12月22日　午前・午後　　　１０時００分 ～　１１時３０分

	場　　所
	安平町役場総合庁舎　２階大会議室

	出 席 者
	　委　員　４名　水野委員長、真保副委員長、新沼委員、足利委員
　事務局　７名
　　事務局　木林総務課長、野田
　　　　　　政策推進課　渡邊課長、山口参事、木村補佐、橋本主幹
　　　　　

	会議概要

（要点記載）

	１．開会

２．委員長あいさつ

・委員長よりあいさつ
　年末の迫った中お集まりいただきありがとうございます。今日は２件の審議事項がございますので、皆様のご意見をいただければと思います。よろしくお願いいたします。
３．付議事項

（１）町有地（安平町早来栄町さつき団地近隣）売却について
別紙議案により、政策推進課　木村補佐より説明。

移住施策、子育て世代より問い合わせが多くなってきており、今回、町有地の売却を検討しているもの。区画１はアパート建設用地、ほかは、個人住宅用地として売却を予定。　
工事に要した事業費を面積で割り返した額を売却価格として設定。
　区画１はアパート建設用地。役場内の選考委員会により建設年度や間取りなど総合的に判断して売却先を決定する予定。
　区画３から６は、個人向け宅地。重複した場合は抽選により決定としたい。
　売却条件は、１については、民間アパート建設用地して使用すること。町から所有権利移転後３年以内の建設と５年間は転売禁止とする。区画３から６も同様で、下水道受益者負担金は別途購入者の負担が必要。
　スケジュールは、２月１日から公募、３月１日から末まで申し込み、４月中旬選定、４月22日個人用宅地抽選会、４月下旬から随時売却。
【質疑・意見】

「水野委員長」
〇　坪単価は近隣での土地価格と比較してどうか。
「事務局」
〇　大差はない。町の土地取得費と工事費についても抑えているが、面積で割り返して算定したが、周辺地との価格差はほとんどない。雪だるま団地の場合、17,000円程度。
「新沼委員長」
〇　安平の駅前に新規住宅が数件建設されてきているが、土地価格については比較して安い。
「事務局」
〇土地代が安いので、建設費用も上がってきているが、建物の方にお金をかけれると聞いている。
「水野委員長」
〇　所有権の移転が終わっていても、転売禁止の条件は通用するのか。
「事務局」
〇　アパートの建設助成も別にやっているが、この条件をつけてやっている。
「真保委員」
〇　特定の事業者との従業員の特定とは、どのような条件か。
「事務局」
〇　社宅として使うとなると特定の会社の従業員になってしまうが、現在は、いろんな方から住みたいという問い合わせが来ている。社宅建設など、そのようなものは避けていただきたいという趣旨になります。
「真保委員」
〇　早来学園の開校により若い世代の転入があると思うが、申し込みの見込みと予定数は。担当者としての申し込みの見込みはどうか。
「事務局」
〇　転入者の状況ですが、今年に限って言うと11か月間で440名程度、転出は330名、プラス104名になっていて、Ｒ４年度はプラス15名、以前はマイナス100名になっていたが、自然増減はマイナス80名になっている。今年は、社会増減はプラス100名、自然増減はマイナス90名程度なので、人口としてはプラス16名程度になっている。
お子さんのいる方の移住相談については、子育て世代や年配の方も含め230件ある。若い方が７割、年配の方は３割となっている。実際に子育て世代の転入は、移住相談窓口を通じ転入してきた方は50名程度、450名の転入者のうち、50名は移住という事で来ている。
　売却用地を売ることでのニーズは、住宅建設とアパートの問い合わせが現在もあり、少し足りないという感覚はある。ただ、宅地造成はコストがかかる上にインフラ整備をした後の維持管理費も生じるので、今回の申し込み状況によって今後の対応について検討する可能性がある。ただ、民間土地でも空き地があるので、その部分での対応も考えている。
　担当としては、問い合わせをいただいている方からの申し込みは頂けると思う。
　土地を探している方は多く、相談を受けても紹介できる場所がない状況なので、個人住宅については埋まっていくと見込んでいる。アパート需要もラピダスの関係から需要は高いと業者から聞いており、今後は、早来中学校の仮設校舎があった場所の活用検討も必要となる。
「真保委員」
〇　ラピダス関係の見込みもあるので、町内の空き地・空き家も対象として対策を考えていくことも必要になる。
「事務局」
〇　民間空き地・空き家も活用をすることも考えなければならないので、町と連携協定を締結している常口アトムと連携し、町内の不動産流通ができそうな場所を探して取り組みをすることとしている。今年は早来地区、来年度は他の３地区で実施する。空き地は見たら分かるが、空き家は分かりずらいので、自治会長さん等と連携して、空き家調査をしていきいたいと考えている。
「真保委員」
〇　早来学園の生徒受け入れは大丈夫なのか。
「事務局」
〇　学校側の人数まではおさえていないが余力はあると聞いている。ただ、認定こども園は園児も多くなっているので、状況を見ながらと考えている。
「水野委員長」
〇　新規住宅建設助成金は賃貸住宅にしか無いのか。
「事務局」
〇　アパートには建設助成金があり、個人宅では個人住宅の建設助成金や転入助成金など、別の移住定住に関する助成制度がある。
　アパート建設の場合、１戸当たりで町内業者・町外業者で助成額に差があり、町内業者で150万円/戸、町外業者だと100万円/戸が助成金として出る。
「新沼委員」
〇　安平地区の事も検討をお願いします。
「事務局」
〇　早来学園への入学という事で、安平地区を紹介している。都会の方に紹介すると車で移動するので、早来市街までの距離は問題になっておらず住宅建設に繋がっている。区画も整理されており、土地も安いので紹介をしている。
「水野委員長」
〇　価格は高くないか。
「事務局」
〇　土地鑑定士などとも相談して工事費から割り出した金額で妥当との話を受けている。
「水野委員長」
〇　この議題はこれでよろしいでしょうか。
※出席委員了承

（２）安平町行政改革プラン2022実施計画進捗状況（令和４年度実績）について
別紙議案により、総務課　木林課長より説明。
全体的には進捗率74％となっており、おおむね進んでいる状況になっている。
【質疑・意見】

「真保委員」
〇　町民懇談会の推進はどの程度になっているか。
「事務局」
〇　町政懇談会は年１回の開催、町民懇談会は２回開催している。
「水野委員長」
〇　集まる人は指定しているのか。
「事務局」
〇　指定はしていないが、今までは特定の町民の出席が多かったのと、意見も同じような要望が多かったので、より多くの町民の方の意見をもらいたいため、今年度からテーマを決めて懇談会で意見をもらうという方法に変更いたしました。
今年は、子育て教育、健康医療、デジタル分野、エネルギーなどのテーマを設定して意見をもらう方法にした。この他にもどんな意見でも もらえるようにはしてきた。
　今年度のやり方については、若い世代の方が出席をしてくれて、子育てに関する要望など、子どもの部活動に関するものなど、より多くの意見をもらえるようになった、
「水野委員長」
〇　自治会長等会議については町内会の問題を提出するのと、町民懇談会では個別の問題が出てくるので、両方とも必要だが、良い点も悪い点もある。
「事務局」
〇　分けて実施することで問題の解消に向けて効率的だし、自治会の問題と個人の意見を分けて整理することは必要。だた、開催時間と曜日の変更の意見はあった。要望があれば今回の開催のほか、５名以上集まって町に開催希望があれは別に開催する事としている。
「真保委員」
〇　対応する職員の負担が増加するのと、働き方改革の制限が出てくるのでは。
「事務局」
〇　町民の方からは、細かい対応をもとめられる意見もあります。
「足利委員」
〇　子育て世代だとＰＴＡを対象にしたり、農業者を対象とするなど、対象者を分ける事で意見を集約しやすくなるのではないでしょうか。どなたでも参加可能です とすると、特定の強い意志を持っている人が毎回出席して意見を述べるということになるのでは。
「事務局」
〇　町民のための懇談会なので毎年参加される人もいれば色んな意見も出ますが、回避することは難しいと思います。団体を分けて開催する事で意見の集中的な意見をもらえるという意見もありますので、担当者には報告したいと思います。
「真保委員」
〇　大勢の人が出ると意見を言いずらくなることもあるが、大勢の人から意見を聞く必要はあると思う。
「水野委員長」
〇　町内会総会などに職員を派遣するなど、取り組んでも良いのでは。
「事務局」
〇　役場職員も町内会役員になっているので、町民の意見の橋渡し役をすることとなっている。相談があれば役場担当者側に報告が上がっているものと思います。
「水野委員長」
〇　ふるさと納税の今年の寄付額が５億だとすると経費割合は。
「事務局」
〇　Ｒ４年度実績で経費を差し引いた２億1千万円ぐらいが町の収入になっている。
　安平町民が町外へのふるさと納税をしている金額が900万円ぐらいなので、差し引き分が実質、町の収入になっている。
「水野委員長」
〇　包括連携協定とはどのようなものか。
「事務局」
〇　企業の地域貢献であり、企業によって得意分野があるので、それを活かして町と連携して一緒になって事業を進めていくというもの。災害協定のなどほか、色々あります。
「新沼委員」
〇　オンライン会議や相談業務など、今後どのように実施する予定か。
「事務局」
〇　今も実施しており、窓口に来ていただければパソコンを使って手続きできるようになっているが、今後、各地区公民館にも設置し申請できるように進めている。
「新沼委員」
〇　操作方法の案内などは、公民館館長や管理人が対応することになるか。
「事務局」
〇　そのようになると思う。使い方がわからない方のためにも使い方がわかるように常駐している方が説明できるよう、できるだけ負担にならないようにしてもらう。
「水野委員長」
〇　各公民館の遠隔窓口という事になると、管理人さんは常時いるのか。
「事務局」

〇今も常時いる。不在の時は使用できないようになる。
※出席委員了承

４．その他

なし
５．閉会
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